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飯山の遺跡
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　米づくりが始まると集落がつく
られるようになり、遺跡の数も飛
躍的に多くなります。弥生時代
の遺跡は長峰丘陵上を中心に多
く分布していますが、常盤の小
泉遺跡群からは弥生時代中期及
び後期の膨大な遺構・遺物が発
見され、県内でも有数の弥生時
代遺跡であることが判明しまし
た。竪穴住居址が 50 軒余りと、
その数を上回る掘立柱建物址

（倉庫）が発見されており、大規
模な稲作経営が行なわれていた
と推測されます。

弥生時代の大集落
▲小泉遺跡出土品
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柳原公民館でもたくさんの行事が開催されています！

　

いいやまふるさと母の味　受講生募集

メニュー「きんとん」「ごぼうの太煮」「黒豆煮」「昆布巻き」
・日　時　○１回目　11月 15日（火）○２回目　11月 22日（火）
・時　間　両日 19：00～ 21：30
・場　所　飯山市公民館料理室
・受講料　２００円・材料費 5００円
・定　員　各回 20名※どちらか１回の受講でお願いします。申込時に希望の日時
をお申し出ください。（飯山市民および飯山市内にお勤めの方対象の講座です。）
・募集期間　10月 24日（月）～ 11月４日㈮
○問い合わせ・申込先　飯山市公民館☎ 62-3342

　飯山市には昔から伝わる食文化がたくさんあります。季節の食材を使って一緒に料
理を作りながら、ふるさと飯山の食文化を学習し、次の世代へ受け継いでいきません
か？最終回の今回は、お正月料理を学びます。

　

初
め
て
各
館
へ
入
っ
た
方
も
多

く
い
る
よ
う
で
、「
初
め
て
女
性
セ

ン
タ
ー
未
来
へ
入
っ
て
み
た
。
素

晴
ら
し
い
作
品
が
た
く
さ
ん
展
示

し
て
あ
っ
て
感
心
し
た
」。「
公
民

館
や
美
術
館
、
ふ
る
さ
と
館
な
ど

６
館
は
、
普
段
入
る
こ
と
が
あ
ま

り
な
い
の
で
、
い
い
機
会
だ
っ
た
。

さ
る
軍
団
も
楽
し
か
っ
た
し
、
来

年
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
」。
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
、
発
表
者
、
出

品
者
は
、「
こ
ん
な
に
大
勢
の
人
が

来
て
く
れ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
も
励

み
に
な
る
」。と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

文
教
ゾ
ー
ン
６
館
が
も
っ
と
身

近
に
、
気
軽
に
集つ
ど
っ
て
い
た
だ
け

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
よ
り
柳
原

公
民
館
専
門
部
員
に

な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
分
か

ら
な
い
こ
と
が
多
い
中
ス
タ
ー
ト

し
、
広
報
担
当
に
な
り
ま
し
た
。

広
報
部
員
と
し
て
、
各
行
事
ご

と
に
写
真
を
撮
っ
た
り
、
研
修
会

に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

７
月
に
行
わ
れ
た
長
野
県
公

民
館
運
営
協
議
会
主
催
の
研
修

会
に
参
加
し
、
館
報
の
発
行
目

的
、
伝
え
方
、
載
せ
方
、
原
稿

の
書
き
方
な
ど
講
演
い
た
だ
き

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。「
館

報
と
は
？
」
と
い
う
話
を
聞
い
た

中
で
は
、
行
事
の
予
告
や
結
果
、

感
想
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
紹

介
や
歴
史
な
ど
、
ど
ん
な
内
容
で

も
良
い
こ
と
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　
７
月
24
日
㈰
の
富
倉
峠
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
は
、
今
年
は
約
70
人
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
よ
く
晴

れ
た
暑
い
日
で
し
た
が
、
山
の
上

で
は
風
が
吹
け
ば
涼
し
く
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。掘ほ
り
わ
り割
で
豚
汁
を
作
り
、

刈
り
払
い
の
人
た
ち
や
参
加
者
に

ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
歩
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
事
前
に
関
屋
か
ら
掘
割
ま
で

登
り
、
い
ろ
い
ろ
話
を
聞
き
、
一

度
は
上う
わ
し
ん
で
ん

新
田
か
ら
登
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
一
度

歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

公
民
館
部
員
に
な
っ
て
約
半

年
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
行
っ
て
、

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
交
流
で
き
た

こ
と
が
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
あ
と
一
年
半
、
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
り
、
交
流
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
原
公
民
館
専
門
部
員
　
竹
田
正
弘

筆
者
紹
介

　
広
報
部
員
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

研
修
に
参
加
し
て
、
研け
ん
さ
ん鑽
を
積
ん

で
い
る
竹
田
さ
ん
。
地
元
を
知
る

こ
と
で
、
知
識
の
幅
が
よ
り
一
層

広
が
り
ま
し
た
。
今
後
の
広
報
に

も
期
待
し
て
く
だ
さ
い
！ 

　
　
　
　
　
　  （
柳
原
公
民
館
）

　
10
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰
の
２
日

間
、
飯
山
市
公
民
館
、
女
性
セ
ン

タ
ー
未
来
、
美
術
館
、
ふ
る
さ
と

館
、図
書
館
、文
化
交
流
館
な
ち
ゅ

ら
の
文
教
ゾ
ー
ン
で
「
見
よ
う
！

学
ぼ
う
！
集
ま
ろ
う
！
学
び
の
エ

リ
ア
秋
祭
り
２
０
１
６
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
お
天
気
に
恵
ま
れ

３
０
０
０
人
と
い
う
大
勢
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
館
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
に
企
画

し
た
催
し
物
を
、
来
場
者
の
皆
さ

ん
は
、
熱
心
に
鑑
賞
し
た
り
、
体

験
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

飯
山
雪
国
大
学
演
芸
会
「
日
光

さ
る
軍
団
い
く
み
と
秀
吉
」
は
大

人
気
で
、
初
回
の
講
演
と
な
っ
た

文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
の
小
ホ
ー

ル
は
満
員
と
な
り
、外
の
モ
ニ
タ
ー

に
も
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。

２
回
目
以
降
は
公
民
館
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
講
堂
に
入
り

き
ら
な
い
な
ど
、
大
盛
況
で
し
た
。

　

女
性
セ
ン
タ
ー
未
来
の
舞
台
発

表
で
は
、
準
備
し
た
イ
ス
を
追
加

す
る
ほ
ど
多
く
の
方
が
来
館
さ
れ
、

各
団
体
の
演
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

見
よ
う
！
学
ぼ
う
！
集
ま
ろ
う
！
学
び
の
エ
リ
ア
秋
ま
つ
り
か
ら

文
教
ゾ
ー
ン
に
秋
の
賑
わ
い

女性センター未来利用者による素晴らしい発表

消費生活展にもたくさんの人が訪れました

日光さる軍団「いくみと秀吉」による演技

　1950 年、熊本県熊本市に生まれる。国際基督教大学准教授、東京大
学大学院情報学環・学際情報学府教授、聖学院大学学長などを経て、
現在東京大学名誉教授。2016 年 1月より熊本県立劇場館長兼理事長に
就任。
　専攻は政治学、政治思想史。テレビ・新聞・雑誌などで幅広く活躍。主
な著書に『マックス・ウェーバーと近代』、『オリエンタリズムの彼方へ』、『ナ
ショナリズム』、『東北アジア共同の家をめざして』、『増補版 日朝関係の克
服』、『在日』『姜尚中の政治学入門』、『ニッポン・サバイバル』、『愛国の作法』、

『悩む力』、『リーダーは半歩前を歩け』、『あなたは誰？私はここにいる』『心
の力』『悪の力』『君に伝えたいこと』など。共著に『グローバル化の遠近法』、

『ナショナリズムの克服』、『デモクラシーの冒険』、『戦争の世紀を超えて』、
『大日本・満州帝国の遺産』など。編著に『在日一世の記憶』など。小説『母
―オモニ―』、『心』を刊行。最新刊は『漱石のことば』。

姜
㋕ン･㋚ンジュン

尚中（Kang Sang-jung）



♦開館時間　9時 ～ 18時
　　　　　　　　　　（入館17時30分まで）
♦休  館  日　毎週月曜日
♦入  館  料　一般200円（市内小中学生無料）
♦お問合せ・申込先　☎ 67-2030
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　大正 10 年、豊野―飯山間にはじめて蒸気機関車が走ってから
95年。豪雪とたたかいながら、ひとを運び、ものを運び、地域を
支えつづけてきた飯山線の歴史を、SLにまつわるさまざまな資料
から紹介します。

10月 20日㈭～12月 18日㈰まで

長野県史跡　飯山城跡の石垣整備を行っています
　今年８月、天端に大きな亀裂の生じた石垣の修復工事を行いました。
　飯山城跡は城山公園として市民の憩いの場所でもあり、文化財の維持と合わせ、安
全確保のための重要な工事となりました。
　なお、他の石垣にも「隙間」や「孕

はら

み」の見られる箇所があるため計画的に整備を進め、
文化財の価値を守りながら、市民が安心して集える飯山城跡を維持していきます。
　現在、安全対策として落石防止ネット等を設置している場所がありますが、城山公
園ご利用の皆さまにはご理解とご協力をお願いします。

～ひとをはこぶ　ものをはこぶ　時代をはこぶ～飯山線 SL 展

　室内設置のレールを歴代 SL車両模型が走ります。おとなも子ども
もお楽しみに！
《無料入館日のお知らせ》
※ 44 年ぶりに飯山線にＳＬが運行される 11 月 19・20 日両日は、
ふるさと館の入館が無料となります。
大勢の皆さまのご来館をお待ちしてい
ます。

「SL模型が走ります！」関連イベント

1回目　11月 12・13日（土・日）10:00 ～ 12:00
2回目　11月 19・20日（土・日）10:00 ～ 12:00

駅名板（S57 ～）

飯山線 SL 最後の運行（S47.10.2）

女性センター未来　くらしのセミナー　「カフェめし講座」受講生募集
　いつもの材料なのにちょっとちがう味つけ、いつものお皿なのにちょっとおしゃれな盛りつけ、そんなカフェめしに挑
戦してみませんか。自分で楽しむのはもちろん、家族や友人にちょっと自慢したくなるかも。初心者も大歓迎です。メイ
ン料理に使うソースをお土産にプレゼントしますので、再現したり、違う料理に使ってみたり、そんな楽しみもあります。
〇日　程　　11月 29日（火）
〇時　間　　19：00～ 21：00
〇場　所　　いいやま女性センター未来　調理室
〇講　師　　球カフェ　栗林祐介　氏　栗林彩香　氏
〇メニュー　ハーブを使ったチーズカツレツ、サラダ、ご飯
〇対象者　　飯山市民および飯山市内にお勤めの方
〇定　員　　16名　〇材料費1,000円　〇受講料200円　〇持ち物　エプロン、三角巾
〇募集期間　10月 25日（火）～11月 8日（火）
〇申込先　　女性センター未来（☎ 62-0543）

球カフェが教える
球クッキング
第１弾！
ミニお土産付き！！

シンポジウム「山の心、人の心、修験道と飯山」
　飯山市を代表する自然の一つ小菅山は、信仰の山として多くの人の心を引き付けてきました。その小菅
山と関わりの深い「修験道」を学び、小菅山の魅力と異空間の世界に迫ります。

⃝主　催　飯山市、飯山市教育委員会、小菅区
〇期　日　 平成 28 年10 月25日㈫　18 時 30 分～ 20 時15 分
〇場　所　小菅区　講堂
〇参加料　無料
〇内　容　パネルディスカッション　テーマ「小菅山の魅力と修験道」
〇出演者　
               ・コーディネーター　笹本 正治（長野県立歴史館　館長）
               ・パネラー　　　　  星野 文紘（羽黒山修験の最高位山伏）
　　　　　　　　                   東　 龍治（山岳修験学会会員　飯山市出身）　
                                          足立 正則（飯山市長）
〇その他　
・会場は暖房設備がありませんので、暖かい服装で
ご来場ください。
・畳の上に座りますので座布団の持参をお勧めします。

〇問い合わせ先　

「小菅の里及び小菅山の文化的景観」特別企画

■作品展示の部
　10 月 29 日（土）～ 30 日（日）　 飯山市公民館　９:００～２０:３０
　市内（飯水）の小中学生が制作した絵画・版画・習字などの、飯水児童生徒図工美術・習字作品選抜展作品
の展示を行います。どうぞご来場ください。

■舞台発表の部　
　11月３日（文化の日）　　飯山市文化交流館なちゅら開場　１２:３０　開会　１３:００（予定）
　市内の小中学生と高校生による合唱、ダンス、吹奏楽  等をお楽しみください。

舞台発表の部 出場予定団体
・白鳥バレエ学園 飯山教室
・常盤小学校ハッピーフレンズ
・泉台キッズ1･2･3( ﾜﾝﾂｰｽﾘｰ )
・戸狩小学校 音楽クラブ
・飯山市立城南中学校吹奏楽部
・飯山市立城北中学校吹奏楽部

・CHARMY
・飯山小学校 5 年生
・飯山小学校合唱隊
・秋津小学校 3 年生
・秋津小学校 5 年生
・木島小学校 6 年生
　　　　（順不同）

第 37回　飯山市青少年芸術祭

〇問い合わせ先　
☎ 67-2030

模型が次々に走るよ！



　

〇シンポジウム　テーマ「自分たちの暮らす地域をどう持続可能なものにできるか」
・コーディネーター　向井健（松本大学専任講師）
・シンポジスト（いいやまの ” 仕掛け人 ” たち）
　服部秀人（産業・雇用戦略の視点から）
　木原　孝（地域コミュニティづくりの視点から）
　藤木義博（移住・定住、いいやまでのスローライフ実践者の視点から）
　※向井講師からは、教育戦略の視点からもお話をいただきます。
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飯山市美術館

長野県生涯学習推進者実践講座

1回目「自分たちの暮らす地域をどう持続可能なものにできるか～地域活性化の‘仕掛け人’になろう！」
　自ら仕掛け人として地域活性化をされている方によるシンポジウムと温井村づくり委員会の取り組みの実際を見学します。
 ・日　時：10 月 25 日㈫ 10:30 ～ 14:30
 ・会　場：大応寺（温井）
 ・  時　間  ：10：30 ～ 14：30

（※大応寺集合、解散。飯山市公民館から送迎車が出ます。）

 ・参加料：無料　 
・その他：昼食代 1,000 円

　講師に向井健松本大学専任講師を迎え ” 人こそ一番の地域活性化資源 ” を合言葉に、地域おこしの仕掛け人をめざし、
その具体的で実践的方法を学びます。

　飯山市名誉市民の日本画家・長谷川青澄（1916 － 2004）の生誕 100 年を記念し、市美術館所蔵作品によ
る特別展示を行います。
　能や狂言、歌舞伎など日本の伝統芸能を題材とした秋
の院展出品作品、また、日常的な人物を描いた春の院展
出品作品の数々はどれもが代表作と言える出来栄えです
が、今回はそれらの中から受賞作を中心に選りすぐりの
作品を展示します。“ 芸術の秋 ”、長谷川青澄の世界を
ご堪能ください。

美術館ギャラリー企画展
『馬場剛史挿絵作品展』　
11/4 ㈮～ 12/4 ㈰
　※詳しくは、裏表紙をご覧ください。

『駒村久彌展 ―画業 70 年の軌跡―』
終了間近　～ 10/30 ㈰
　北信濃の自然をこよなく愛し、描き続けた市内神明町
出身在住の画家・駒村久彌さん（1930 ～）の作品展が終
了間近となっております。お見逃しなく！

展示替えに伴う臨時休館のお知らせ
11 月 1 日㈫・2 日㈬
※ご理解・ご協力をお願いします。

お問合せ先：飯山市美術館　☎ 62-1501

『飯山市名誉市民・長谷川青澄 生誕 100 年記念特別展示』　11/3 ㈭～

長野県生涯学習推進センター＆
飯山市公民館合同講座

　向井講師の講義のあと、実際に飯山駅～寺町周辺を歩きながら、活性化
に向けた現状把握と課題の明確化など、その実践的な方法を学びます。
 ・日　時：11 月 8 日㈫ 10:00 ～ 15:30
 ・会　場：飯山市公民館、飯山駅～飯山寺町周辺
 ・時　間：10：00 ～ 15：30
 ・参加料：無料
 ・その他：昼食代、入館料などは実費となります。
〇申込み先：飯山市公民館☎0269-62-3342 「ぬくいわらの会」によるわら細工ワークショップの一場面

（温井地区大応寺にて）

2回目「地域資源を活かしたまちおこし～新幹線飯山駅周辺を起点とした市街地の活性化～」



◇
秋
の
花
を
楽
し
む
寄
せ
植
え
講

習
会　

　
９
月
13
日
㈫
常
盤
活
性
化
セ
ン

タ
ー
に
て
寄
せ
植
え
講
習
会
が
開

催
さ
れ
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
楽
し
め
る
秋
の
花
が
数

多
く
用
意
さ
れ
、
参
加
者
が
好
み

の
花
を
使
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

華
や
か
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
が
完

成
し
ま
し
た
。

◇
常
盤
地
区
文
化
祭

・
期　
日　

10
月
30
日
㈰
９
時
〜

・
場　

所　

常
盤
公
民
館

・
問
合
先　

常
盤
公
民
館

  

☎
62
３
２
０
０
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70
人
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
栗

岩
和
彦
さ
ん
（
広
報
８
月
号
24

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
に
よ

る
若
返
り
体
操
、
小
林
和
人
区
長

会
長
指
揮
に
よ
る
大
合
唱
が
お
こ

な
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

健
康
に
気
を
付
け
て
、
来
年
も

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
外
様
地
区
文
化
祭

　

今
年
は
10
月
22
日
㈯
に
前
夜

祭
、
23
日
㈰
に
文
化
祭
を
開
催
し

ま
す
。
前
夜
祭
で
は
各
種
出
し
物

を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
、
文
化
祭

で
は
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
も
企

画
し
て
い
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
踊
り
同
好
会

「
ひ
ま
わ
り
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る

富
倉
民
謡
「
富
倉
ヤ
ッ
サ
ッ
サ
」

を
は
じ
め
踊
り
の
披
露
が
あ
り
、

参
加
し
た
人
た
ち
は
皆
、
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◇
外
様
地
区
敬
老
祝
賀
会

　

９
月
25
日
㈰
、
外
様
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
と
外
様
公
民
館

の
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
対
象
者
（
平
成
29
年

３
月
31
日
現
在
で
75
歳
以
上
の

方
）
は
２
１
９
名
。
そ
の
う
ち
約

ス
な
ど
を
計
画
し
てい
ま
す
。

◇
第
49
回
地
区
一
周
駅
伝
大
会

　

10
月
23
日
㈰
９
時
10
分
に
山

岸
公
会
堂
を
ス
タ
ー
ト
、地
区
内
を

一周
し
て
ゴ
ー
ル
の
木
島
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
目
指
し
ま
す
。交
通
安

全
の
ご
協
力
と
沿
道
で
の
ご
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
瑞
穂
地
区
文
化
祭
お
よ
び
駅

伝
大
会
　

　

10
月
23
日
㈰
瑞
穂
公
民
館
で

開
催
し
ま
す
。
地
区
駅
伝
大
会
、

作
品
展
示
、
売
店
や
バ
ザ
ー
な
ど

盛
り
た
く
さ
ん
の
内
容
で
皆
様
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
地
域
課
題
　
柳
原
学
講
座

・
演　

題
：
柳
原
の
神
社

・
日　

程
：
10
月
27
日
㈭
19
時
〜

・
場　

所
：
柳
原
公
民
館

◇
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

・
日　

程
：
11
月
20
日
㈰
９
時
〜

・
場　

所
：
柳
原
公
民
館

・
参
加
料
：
１
０
０
０
円

・
定　

員
：
15
人
（
定
員
に
な
り

次
第
受
付
を
終
了
し
ま
す)

＊
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◇
富
倉
地
区
敬
老
会

　

９
月
20
日
㈫
参
加
23
名
で
開

　

祝
宴
に
入
り
、に
ぎ
や
か
に
歓
談

す
る
中
、今
年
は
中
野
市
の
山
口
茂

さ
ん
島
田
幸
子
さ
ん
に
よ
る
手
品
、

飯
山
小
学
校
合
唱
隊
の
皆
さ
ん
に

よ
る
発
表
に
よ
り
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
、いつ
ま
で
も
お
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さい
。

◇
飯
山
地
区
戦
没
者
開
拓
殉
難

者
追
悼
平
和
式
典

　

区
長
会
・
社
会
福
祉
協
議
会
・

民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
主
催
、

仏
教
各
宗
和
合
会
・
遺
族
会
の
協

賛
に
よ
り
第
60
回
を
数
え
る
平
和

式
典
が
、９
月
21
日
㈬
上
町
善
覚

寺
に
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

遺
族
の
方
々
は
年
々
少
な
く
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、地
区
住
民
挙
げ
て

戦
没
者
開
拓
殉
難
者
に
対
し
追
悼

し
、
過
去
の
戦
争
を
風
化
さ
せ
ず

後
世
に
語
り
継
ぎ
、恒
久
平
和への

思
い
を
新
た
に
す
る
、こ
の
式
典
が

毎
年
継
続
さ
れ
てい
る
こ
と
は
重
要

な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

◇
秋
の
寺
め
ぐ
り
ハ
イ
キン
グ

　

秋
の
紅
葉
を
見
な
が
ら
ハイ
キ
ン

グ
を
し
て
、城
下
町
飯
山
の
寺
・
神

社
な
ど
の
歴
史
、現
在
の
町
並
み
を

再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
期　
日 

10
月
30
日
㈰

・
集
合
場
所　

飯
山
市
公
民
館

　

詳
細
について
は
、飯
山
地
区
内
に

チ
ラ
シの
新
聞
折
り
込
み
を
し
ま
す
。

・
問
合
先　

飯
山
公
民
館

☎
62
３
３
４
２

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

77
歳
以
上
の
敬
老
者
お
よ
び
関
係

者
約
１
１
０
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
で
は
木
島
小
学

校
３
年
生
の
皆
さ
ん
、
木
島
童
謡

唱
歌
を
歌
う
会
の
皆
さ
ん
、フ
ラ
ダ

ン
ス
の
カ
ピ
リ
ナ
の
皆
さ
ん
、
今
年

はマ
ジッ
ク
ショ
ー
も
あ
り
大
いに
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

祝
宴
中
に
は
、
地
区
社
協
と
区

長
会
に
よ
る
合
唱
な
ど
が
あ
り
、

敬
老
者
も一緒
に
歌
う
な
ど
会
場
は

賑
や
か
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

◇
第
53
回
木
島
地
区
文
化
祭　

　

10
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰
９
時
〜

17
時（
23
日
は
15
時
ま
で
）
木
島

公
民
館
に
お
いて
開
催
し
ま
す
。美

術
作
品
展
、保
健
補
導
委
員
会
に

よ
る
健
康
教
室
、す
い
と
ん
サ
ー
ビ

◇
秋
津
地
区
敬
老
会

　
９
月
22
日
㈷
、秋
津
公
民
館
に

お
いて
開
催
。当
日
は
75
歳
以
上
の

敬
老
者
お
よ
び
関
係
者
約
１
２
０

名
が
出
席
し
、
盛
大
に
開
催
し
ま

し
た
。

◇
秋
津
地
区
文
化
祭

　
ふ
れ
あ
い
音
楽
会
、
趣
味
の
作

品
展
、
出
店
、ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
の

ほ
か
保
健
補
導
委
員
会
に
よ
る
健

康
教
室
を
計
画
し
てい
ま
す
。

・
日　

程
　
10
月
23
日
㈰
９
時
〜

15
時

・
場　

所　

秋
津
公
民
館

◇
木
島
地
区
敬
老
会

　
９
月
19
日
㈷
、木
島
公
民
館
に

◇
飯
山
地
区
敬
老
会

　

９
月
11
日
㈰
飯
山
小
学
校
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
に
お
い
て
、
地
区
内

の
70
歳
・
75
歳
以
上
の
お
年
寄
り

１
３
３
名
を
迎
え
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
者
、
来
賓
の

方
々
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
、
飯

山
小
学
校
６
年
生
の
富
井
颯
さ

ん
・
山
田
色
識
さ
ん
か
ら
作
文
の

朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

柳

原

飯

山

太

田

木

島

外

様

富

倉

瑞

穂

飯山小学校合唱隊による発表

秋

津

岡

山

「ひまわり」の皆さんの「富倉ヤッサッサ」

秋津小学校による発表

◇
太
田
地
区
敬
老
会

　
９
月
22
日
㈷
、
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル

を
会
場
に
、
敬
老
会
・
合
同
金
婚

式
を
開
催
し
、
94
名
の
皆
さ
ん
に

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
が
り

保
育
園
月
組
の
皆
さ
ん
か
ら
コ
ー

ス
タ
ー
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま

し
た
。

◇
と
が
り
っ
子
通
学
合
宿

　

11
月
６
日
㈰
〜
８
日
㈫
ま
で

戸
狩
小
学
校
５
、６
年
生
の
児
童

を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

◇
リ
ン
パ
さ
ら
さ
ら
ケ
ア
ー
・
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ
体
験
教
室

　

今
年
度
は
新
た
に
ヨ
ガ
講
座
も

取
り
入
れ
、
リ
ン
パ
さ
ら
さ
ら
ケ

ア
ー
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ

の
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〇
リ
ン
パ
さ
ら
さ
ら
ケ
ア
ー

・
期　
日　

10
月
19
日
㈬

              
10
月
26
日
㈬

・
場　

所　

岡
山
公
民
館

・
講　

師　

和
田
令
子
さ
ん

〇
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ヨ
ガ

・
期　
日　

11
月
２
日
㈬

　
　
　
　

   

11
月
９
日
㈬

・
講　

師　

丸
山
沙
樹
さ
ん

・
場　

所　

岡
山
公
民
館

・
募
集
人
員　

各
講
座
先
着
15
名

・
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
ま
た
は

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル

　

詳
細
は
、
各
戸
に
配
布
さ
れ
ま

し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

楽しいひとときを過ごしました

大いに盛り上がりました

常

盤

大いに盛り上がりました

コースターのプレゼントにニッコリ

一度体験してみませんか
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「俺は我慢するのをやめる！」
目次に使われている著者の父親の
セリフを見るだけで、どんな父親で
あったか想像することができる。著
者の軽妙な筆にかかると、理不尽で
“恐怖 ”もとい “強父 ”の暴君エピ
ソードも、どこかユーモアが漂う。

強 

父 

論阿
川
佐
和
子
／
著　

文
藝
春
秋

◇ 図書館カレンダー ◇
11/1 火
2 水 移動図書館車③温井 ･秋津
3 木 休館日（文化の日）
4 金 移動図書館車④太田 ･富倉
5 土
6 日 10:30 ～おはなしひろば
7 月 休館日
8 火
9 水 移動図書館車①北原 ･常盤
10 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
11 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
12 土
13 日 10:30 ～ブックスタート
14 月 休館日
15 火
16 水 移動図書館車③温井 ･秋津
17 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
18 金 移動図書館車④太田 ･富倉
19 土
20 日 10:30 ～おはなしひろば
21 月 休館日
22 火
23 水 休館日（勤労感謝の日）
24 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
25 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
26 土
27 日 10:30 ～おはなしひろば
28 月 休館日
29 火
30 水 移動図書館車①北原 ･常盤

開館時間と休館日
【開館時間】火～金 9:30 ～ 18:00

土・日 9:30 ～ 17:00
【定 休 日】月曜・祝祭日・年末年始

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本

らいぶらりブックレビュー

図書館
ニュース

趣　
味
・
実　
用

こ
の
一
冊
で
全
部
わ
か
る
ク
ラ
ウ
ド
の
基
本

林 

雅

之

人
間
の
旬

大

村 

智

命
の
尊
さ
に
つ
い
て
ぼ
く
が
思
う
こ
と

山
田 

倫
太
郎

ブ
ラ
タ
モ
リ　
１・２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
制
作
班

言
っ
て
は
い
け
な
い

橘

 

玲

家
族
と
い
う
病 

２

下
重 

暁
子

地
震
イ
ツ
モ
マ
ニ
ュ
ア
ル

地
震
イ
ツ
モ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

子
ど
も
の
心
の
育
て
か
た

佐
々
木 

正
美

そ
の
道
の
プ
ロ
に
聞
く
ふ
つ
う
じ
ゃ
な
い
生
き
も
の
の
飼
い
か
た

松
橋 

利
光

が
ん
哲
学
外
来
へ
よ
う
こ
そ

樋
野 
興
夫

は
じ
め
て
で
あ
う
小
児
科
の
本

山

田 
真

文
房
具
図
鑑

山
本 

健
太
郎

『
賛
否
両
論
』
笠
原
将
弘
の
味
づ
く
り
虎
の
巻

笠
原 

将
弘

は
じ
め
て
の
カ
ブ
ト
ム
シ
飼
育
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

哀

川 

翔

豊
饒
の
ヒ
ダ
ル
ガ
ミ 

３

ち
さ
か  

あ
や

ね
な
い
こ
は
わ
た
し

せ
な 

け
い
こ

舞
の
海
秀
平
と
学
ぶ
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
大
相
撲

舞
の
海 

秀
平

や
さ
し
い
中
国
語
カ
タ
コ
ト
会
話
帳

李

 

穎

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
と
ソ
ウ
く
ん
の
戦
争

黒
柳 

徹
子

よ　
み　
も　
の

ミ
ス
タ
ー
・
メ
ル
セ
デ
ス　
上
・
下

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン 

キ
ン
グ

プ
リ
ズ
ン
・
ブ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ

ア
ン 

ウ
ォ
ー
ム
ズ
リ
ー

何
様

朝
井 

リ
ョ
ウ

江
戸
を
造
っ
た
男

伊

東 

潤

よ
っ
つ
屋
根
の
下

大

崎 

梢

去
就

今

野 

敏

刑
罰
０
号

西
條 

奈
加

女
子
的
生
活

坂

木 

司

ス
ロ
ー
バ
ラ
ー
ド

小
路 

幸
也

作
家
刑
事
毒
島

中
山 

七
里

危
険
な
ビ
ー
ナ
ス

東
野 

圭
吾

料
理
通
異
聞

松
井 

今
朝
子

松
本
城
、
起
つ

六
冬 

和
生

み
か
づ
き

森 

絵

都

大　
活　
字

無
花
果
の
森　
上
・
中
・
下

小
池 

真
理
子

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン　
上
・
下

今

野 

敏

郷　
　
　
土

信
濃
の
戦
国
武
将
た
ち

笹
本 

正
治

読
む
ラ
ジ
オ
坂
ち
ゃ
ん
の
ず
く
だ
せ
え
ぶ
り
で
い

Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ

宮
坂
武
男
と
歩
く
戦
国
信
濃
の
城
郭

宮
坂 

武
男

【水ぬれにご注意ください】
　雨や飲み物によって資料がぬれて使
えなくなってしまう事があります。
　一度ぬれて汚れてしまった紙は、元
には戻せませんし、カビが発生すること
もあります。雨の日は、ビニールやかば
ん等に入れるなどして、ぬれないように
ご注意ください。

【汚したり、破損してしまったら】
　図書の修理は修理専用のテープやの
りを使用します。（セロハンテープは時
間が経つと劣化してかえって資料を傷
めてしまいます）
　汚したり破損してしまったら、自分で
修理せずに、図書館に返却の際、必ず
申し出てください。

資料の水ぬれシミに注意しましょう新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

学
び
の
エ
リ
ア
秋
ま
つ
り
開
催

　
秋
の
飯
山
図
書
館
を
満
喫

　

６
館
を
巡
る｢
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー｣

で
は
、
ヒ
ン
ト
を
参

考
に
図
書
館
内
に
あ
る
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
に
ち
な
ん
だ
文
字
を
探

す
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
も
ら

い
、
連
日
親
子
連
れ
や
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
お

孫
さ
ん
と
と
も
に
図
書
館
内

を
楽
し
み
な
が
ら
巡
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
民
館
連
絡
通
路

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
昨
年
９

月
に
長
野
県
障
が
い
者
文
化

芸
術
祭
手
芸
の
部
で
優
秀
賞

を
受
賞
さ
れ
た
飯
山
市
出
身
、

渡
辺
智
子
さ
ん
の
手
芸
作
品

（
古
布
の
小
物
・
さ
を
り
織
り
・

鉛
筆
画
・
ミ
ニ
チ
ュ
ア
ド
ー
ル
ハ

ウ
ス
）
を
展
示
し
、
図
書
館
２
階

入
口
ロ
ビ
ー
に
は
、「
す
て
き
な
て

し
ご
と
特
設
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
」

と
し
て
、
作
品
に
関
連
し
た
本
を

展
示
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
日
曜
日
は
、
特
別
版

｢

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
お
は
な
し
ひ
ろ
ば｣

を
開
催
し
、
魔
女
に
扮
し
た
司
書

が
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

中
で
も
妖
怪
の
お
話
が
大
人
気

で
、
最
後
に
魔
女
か
ら
お
菓
子
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
渡
さ
れ
る
と
、
妖

怪
の
本
で
怖
が
っ
て
い
た
子
ど
も

達
も
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
秋
ま
つ
り
で
は
、
大
変
大

勢
の
方
に
ご
来
館
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は

本
を
借
り
に
来
て
、
ゆ
っ
く
り
図

書
館
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

10
月
１
日

（土）
・
２
日

（日）
に
飯
山
市
公
民
館
・
美
術
館
・
女
性

セ
ン
タ
ー
未
来
・
ふ
る
さ
と
館
・
文
化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
と
図
書

館
の
６
館
を
会
場
と
し
て｢

見
よ
う
！
学
ぼ
う
！
集
ま
ろ
う
！

学
び
の
エ
リ
ア
秋
ま
つ
り
２
０
１
６｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「ハロウィンおはなしひろば｣ では妖怪のお話が大人気

　

10
月
27
日
〜
11
月
９
日
は
「
読

書
週
間
」で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、

秋
の
夜
長
は
読
書
を
し
て
、
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
立
飯
山
図
書
館
で
は
、
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
取
り
揃
え
て

皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
移
動
図
書
館
車

｢

ゆ
き
つ
ば
き
号｣

も
市
内
各
地

区
を
回
っ
て
い
ま
す
の
で
、（
広
報

９
月
号
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
に
順
路

等
掲
載
）
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

２
０
１
６ 

第
70
回 

読
書
週
間

い
ざ
、読
書
。

　

終
戦
２
年
後
の
１
９
４
７
年

（
昭
和
22
年
）、「
読
書
の
力
に
よ
っ

て
、平
和
な
文
化
国
家
を
創
ろ
う
」

と
の
決
意
の
も
と
、
出
版
社
、
取

次
会
社
、
書
店
と
公
共
図
書
館
が

力
を
合
わ
せ
、
11
月
17
日
か
ら
第

１
回
「
読
書
週
間
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
反
響
は
す
ば
ら
し
く
、
翌

年
の
第
２
回
か
ら
は
、
文
化
の
日

を
中
心
に
し
た
２
週
間
と
定
め
ら

れ
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。そ
れ
か
ら
60
年
以
上
が
過
ぎ
、

「
読
書
週
間
」
は
国
民
的
行
事
と

し
て
定
着
し
、
日
本
は
世
界
有
数

の
「
本
を
読
む
国
民
」
の
国
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
で
「
読
書
週
間
」
は
第

70
回
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。「
読

書
週
間
」
が
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
読
書
へ
の
関
心
と
、
読
書
習

慣
の
確
立
の
契
機
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
開
始
日
の
10
月
27
日
は

２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
７
月

29
日
に
公
布
さ
れ
た｢

文
字
・
活

字
文
化
振
興
法｣

に
よ
り
、｢

文
字・

活
字
文
化
の
日｣

と
制
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　ギリシャ神話の世界で「ふくろう」は、学問・技芸・知恵を司
る美貌の女神アテナの使者であり、アテナイ（アテネ）の聖鳥
でもありました。古代のギリシャ人たちは、賢そうな丸い目に大
きなメガネをかけた、すまし顔の「ふくろう」
を知恵の象徴として大切にしたといいます。
　森の奥ふかく、静かに瞑想にふけるこの「ふ
くろう」の姿こそ、読書週間のシンボルマー
クとしてもっともふさわしいものと考え、長
い間使用されています。

「読書週間」マークの由来

ミニチュアドールハウスなど
見事な作品をご覧ください

　図書館の資料は市民の貴重な財産です。丁寧に扱ってくだ
さい。また汚れや破損した時は申し出てください。

ぬ
れ
て
変
形
し
た
本

破
損
し
、
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー

プ
で
補
修
さ
れ
た
本


